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で
あ
い
橋

障
害
者
ロ
ッ
ジ

親水ゾーン テントサイト

野外遊びの達人と一緒に場内を巡るハイキング

です。自然観察後には、採った山菜をみんなで料

理して食べます。

日時 ４月12日g

午前10時～午後３時

※ 各自、おにぎりを持参してください。

場所 かすがの森ふれあいランド(大野城市牛頸
うしくび

2734―２)

※ 交通手段がない人は、相談してください。

参加費 一人300円程度(当日徴収)

定員 30人程度(申込多数の場合は抽選)

申込方法 ４月２日eまでに、電話かファックス

で氏名、住所、電話番号、年齢を伝える

申込・問い合わせ先 スポーツ課

1(571)3234

5(585)1634

サタデープロジェクト
ふれあい探検隊 第１弾

こんにちは。｢かすがの森ふれあいランド｣で
す。この名前は、公募でみんなにつけてもらっ
た愛称なんだ。よろしくね。
愛称をつけてもらったお礼に、毎月第２土曜

日に｢サタデープロジェクトふれあい探検隊｣を
やることにしたんだ。ハイキングや自然観察、
野外料理、アウトドアゲームなどおもしろい企
画があるので、みんな参加してね。

野外活動センター
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場
所

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―

２

有
料
施
設
の
開
場
期
間

４
月
１
日

〜
10
月
31
日

休
場
日

開
場
期
間
中
の
毎
週
月
曜

日(

祝
日
の
場
合
は
翌
日)

※
　
７
月
〜
８
月
は
無
休
で
す
。

利
用
時
間

▽
日
帰
り
の
利
用
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

▽
宿
泊
の
利
用
　
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
午

後
１
時
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
午
前

11
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
４
月
１
日
〜
10
月
31
日

市
野
外
活
動
場
管
理
事
務
所

1(

595)

３
６
２
１
5(

585)

１
６
３
４

▽
11
月
１
日
〜
３
月
31
日

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
5(

585)

１
６
３
４

利
用
方
法

ハイキングに最適です

星の館

口
径
20
㎝
の
望
遠
鏡

素
晴
ら
し
い
眺
め

水遊びも楽しめる川
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そ
の
一
票
　
子
ど
も
の
未
来
も
　
背
負
っ
て
る

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
で
投
票
で

き
な
い
人
や
、
病
気
や
け
が
、
出
産
な

ど
で
投
票
所
ま
で
行
け
な
い
人
は
、
前

も
っ
て
投
票
し
て
お
く
こ
と(

不
在
者
投

票)

が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
す
る
際
に
は
、
で
き
る

だ
け
事
前
に
郵
送
す
る
「
投
票
場
入
場

整
理
券
」
と
同
封
し
て
い
る
「
不
在
者

投
票
用
紙
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
印

か
ん
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
期
間

○
県
知
事
選
挙

３
月
27
日
e
〜
４
月
12
日
g

○
県
議
会
議
員
選
挙

４
月
４
日
f
〜
４
月
12
日
g

○
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

４
月
20
日
a
〜
４
月
26
日
g

※
　
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５

会
議
室

※

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
の

投
票
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、体
の
不
自
由
な
人
な
ど
で
、

自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

係
員
が
代
筆
す
る
代
理
投
票
も
で
き

ま
す
。

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

告
示
日
か
ら
投
票
で
き
ま
す

●
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

４
月
13
日
(日)

●
春
日
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

４
月
27
日
(日)

４
月
13
日
AA
と
27
日
AA
は
第
15
回
統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

県
知
事
選
挙
は
３
月
27
日
EE
、
県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
４
日
FF
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
20
日
AA
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
一
票
を
必
ず
投
じ
ま
し
ょ
う
。
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県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
入
院
･
入
所
中
の
施
設

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

出
張
や
旅
行
な
ど
で
他
の
市
区
町
村

に
滞
在
中
の
人
は
、
最
寄
り
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

投
票
す
る
と
き
は
、
春
日
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
「
不
在
者
投
票
用
紙
請
求

兼
宣
誓
書
」
を
郵
送
し
、
投
票
用
紙
や

投
票
用
封
筒
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
の
請
求
書
兼
宣
誓
書
の
様
式
は
、

最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
る
も

の
で
構
い
ま
せ
ん
。

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
「
戦

傷
病
者
手
帳
」
を
持
ち
、
次
の
表
の
○

を
つ
け
た
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
人

で
、
前
も
っ
て
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
４
日
前
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
本
人
が
署
名
し
た
「
投
票
用
紙
等

請
求
書
」
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
え

て
、
郵
送
す
る
か
代
理
の
人
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
投
票
用
紙
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

※

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
た
い
人
や
証
明
書
の
有
効
期
限

が
切
れ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
は
、私
た
ち
が
政
治
に
参
加
し
、

そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
み
な
さ
ん
の
１

票
が
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
明
日
を
決
め

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
、
積
極
的
に
投

票
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
・
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

市
選

挙
管
理
委
員
会

1(

584)

１
１
３
１
　
5(

584)

１
１
３
１

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に

入
院
・
入
所
中
の
人
の
不
在
者
投
票

出
張
や
旅
行
中
の
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
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中
学
校
給
食

6

５月12日BBから始まる中学校給食に先立って、２月18
日、給食メニューの試食会がありました。参加したのは広
報レポーター11人。現役中学生の保護者もいて、みなさ
ん興味津々

しんしん

。一体どんな感想が飛び出したでしょうか。

その２

試食した２種類のメニュー

○ご飯や汁物が温かいまま出てくるのは、とてもありが

たいです。残飯も減るのではないでしょうか。

○教師が、｢食事を残すことはもったいない｣という気持

ちを子どもに持たせなければ。また、生産者や調理す

る人などの話を聞いたりして、教育に結び付けて欲し

い。

○味付けはどちらの献立も薄味でした。最初の一口は病

人食かと思ったけど、最後はおいしくいただけました。

でもやっぱり、家庭の味付けとは違うかな。

○いろんな味付けや献立に子どもが慣れることも大切。

家庭でのメニューでは偏りが出がちです。

○そうは思いません。やはり、子どもの味覚や栄養は親

が責任もって行うべき。私はこれからもお弁当を持た

せると思います。

○雰囲気作りも大事ですね。みんなで楽しく食べれば、

嫌いなものでもおいしく感じるでしょう。

○中学校の昼休みはとても短いと聞きます。配膳の方法

などを工夫して、少しでもゆっくりと食事が取れるよ

うにしてほしいです。

○ご飯給食に牛乳は必要

でしょうか。それに、

牛乳、ヨーグルト和え

(一方のみ)、ムースと

乳製品が多いのも気に

なります。

○成長期の子どもに牛乳

は必要だと思います。

今後も続けて欲しい。

○気になるのは、申し込

んでいた給食を取り消

すとき。原則、不可能

なのでしょうが、体が

弱かったりして休みが

ちなお子さんは、利用できないということにならない

でしょうか。

○１か月単位でしか注文できないのが問題では。いろい

ろな事情のある保護者もいるでしょう。

○実際に食するのは子どもたち。毎月月末に利用者アン

ケートなどを行って、献立作りなどに生かしてほしい。

○保護者にとっては、とてもありがたい制度。より良い

方向へ進んでいくことを期待しています。

△栄養士から中学校給食の内容
についての説明を受けました

△意見を交換しながら試食す
るレポーター

全国でも珍しい方式で始まる給食制度ということも
あり、非常に熱心に意見交換が行われました。立場や
考え方は違っても、子どもたちの健やかな成長を願う
気持ちは、どのレポーターも同じようです。教育委員
会は、今後も保護者や生徒への試食を行い、意見を取
り入れながらよりよい給食にしていくよう努力します。
問い合わせ先　教務課
1(584)１１１１　5(584)１１５３

ピックアップ　レポーターの声

uご飯

u牛乳

uハヤシライス

uグリーンサラダ

uフルーツヨーグ

ルト和え

u八女茶ムース

uご飯

u牛乳

uサバの揚げ煮

uレンコンのきん

ぴら

u豚汁

u八女茶ムース

広報レポーターのみなさん
u堀

ほり

雅子
の り こ

さん(春日小学校区)

u野口
の ぐ ち

隆子
た か こ

さん(春日東小学校区)

u浦
うら

晃榮
あ き え

さん(春日南小学校区)

u坂本
さかもと

八重子
や え こ

さん(春日西小学校区)

u山脇
やまわき

友子
と も こ

さん(春日北小学校区)

u姚
よう

暁　
しょうさん

さん(大谷小学校区)

u鬼塚
おにづか

文子
ふ み こ

さん(春日原小学校区)

u野見山
の み や ま

啓子
け い こ

さん(天神山小学校区)

u橋本
はしもと

美加
み か

さん(春日野小学校区)

u永田
な が た

智恵子
ち え こ

さん(日の出小学校区)

u福山
ふくやま

正美
ま さ み

さん(須玖小学校区)

※ 地域の催しや学校行事
などの情報を一早く市報
かすがに届けるのが広報
レポーター。
ボランティアながら、
地域特派員として、活躍
中です。

※



バリアフリー化を進めている春日原駅舎に、改札口からホ

ームに降りる２基のエレベーターが新たに取り付けられまし

た。ご利用ください。

問い合わせ先
u西日本鉄道1電

車局営業部営業

課

1(734)１５１７

5(751)３３１５
u市都市計画課

1(584)１１１１

5(584)１１４３

高
校
生
以
下
の
人
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日

(

５
月
〜
８
月
を
除
く)

に
無
料
で
温
水
プ
ー

ル
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日

u

４
月
５
日u
９
月
６
日u

10
月
４

日u

11
月
１
日u

12
月
６
日u

１
月

10
日u

２
月
７
日u

３
月
６
日

※
　
１
月
の
み
第
２
土
曜
日
で
す
。

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

(

１
人
２
時
間
以
内)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル(

大
谷
６
―
28)

利
用
上
の
注
意

u

小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
の
入
水
が
必

要
で
す
。

u

必
ず
水
泳
帽
子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

u

３
歳
未
満
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
な
ど

○
「
家
庭
の
日
」
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

３
月
16
日
a
の
「
家
庭
の
日
」
に
も
、
親

子
を
対
象
に
無
料
で
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(
915)
３
５
０
０
　
5(

585)

１
６
３
４

温
水
プ
ー
ル
・
介
護
保
険
・
西
鉄
春
日
原
駅
・
粗
大
ゴ
ミ

7

西鉄春日原駅

ホーム用エレベーター設置

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
予
約
方
法

こ
れ
ま
で
、
粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
市

役
所
に
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
毎
月
20
日

(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日)

ま
で
に
、
収
集
を
行
う
業
者
へ

直
接
申
し
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
収
集
業
者
や
ゴ
ミ
の
出

し
方
は
、
こ
の
市
報
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
「
家
庭
ご
み
の
正
し

い
出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
７

u u

u u u

u u

u u u u

u u u

u u

1

u u u

u u

u u

u u

1

u u u

u u u

u u u

u

1

現在、65歳以上の人や、40歳から

64歳までで介護認定を受けている人

が持っている介護保険被保険者証(黄

色)は、３月31日までしか使えません。

新しい介護保険被保険者証(ねずみ

色)は、３月中旬に配達記録郵便で送

ります。受け取ったら内容に誤りがな

いか、必ず確認してください。特に、

認定を受けている人は介護度、認定の有効期間、契約して

いるケアマネージャーの事業所名などを確認しましょう。

問い合わせ先 介護保険課

1(584)１１１１　5(584)３０９０

今度はねずみ色

介護保険被保険者証が変わります

△車イスやベビーカーなどでの利用も楽
になりました。

ご
利
用
く
だ
さ
い

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放



家
庭
の
日
作
文
・
オ
ア
シ
ス
運
動
作
文
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私
の
家
に
は
五
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
楽

し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
年

に
三
回
、
お
正
月
と
子
ど
も
の
日
、
そ

し
て
お
盆
に
行
う
ゲ
ー
ム
大
会
で
す
。

た
だ
、
ゲ
ー
ム
大
会
と
い
っ
て
も
ト
ラ

ン
プ
か
ら
百
人
一
首
、
父
の
手
作
り
ボ

ウ
リ
ン
グ
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
も
楽

し
め
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
大
会
の
一
つ
目
の
特
徴

は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
一
種
目
も
入
っ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。
今
、
一
家
に
約

２
台
は
ゲ
ー
ム
機
が
あ
る
そ
う
で
す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
は
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
、
お
金
を
出
せ
ば
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ
大

切
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
で
生
ま
れ
る
言
葉
や
感
情
表
現

な
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
自
分
の
気

持
ち
を
的
確
な
言
葉
で
表
現
で
き
な
い

若
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
に
よ
っ
て
人
と
の
付
き
合
い
、
そ

し
て
家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
の
特
徴
は
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
や

賞
品
が
用
意
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ト
ロ
フ
ィ
ー
も
、
も
ち
ろ
ん
私
と

弟
の
手
作
り
。
中
で
も
み
ん
な
が
一
番

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
母
が
準
備

し
て
く
れ
る
賞
品
で
す
。
家
の
中
で
不

用
に
な
っ
た
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

賞
品
に
仕
立
て
ま
す
。
開
け
て
み
る
と

思
わ
ず
笑
み
の
こ
ぽ
れ
る
よ
う
な
も
の

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
ハ
テ
ナ
な
も
の
ま
で

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
み
ん
な
は
そ
れ
を
目

標
に
一
喜
一
憂
し
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
三
世
代
で
ゲ
ー
ム

大
会
を
行
う
こ
と
で
す
。
祖
父
母
も
な

か
な
か
手
強
く
て
カ
ン
が
鋭
く
、
老
人

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ

の
三
世
代
、
年
の
差
で
い
う
と
約

六
十
年
の
開
き
が
あ
る
六
人
が
集
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
目
や
年
代
か
ら
見
た
た
く

さ
ん
の
意
見
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
平
和
の
尊
さ
、
物
を
大
切

に
す
る
心
や
生
活
の
知
恵
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
を
祖
父
母
の
口
か
ら
祖
父
母
の

言
葉
で
話
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
り

合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
き
る
こ
と

が
精
一
杯
だ
っ
た
祖
父
母
た
ち
か
ら
見

れ
ば
私
た
ち
は
恵
ま
れ
す
ぎ
て
い
て
甘

え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
生
き
て
き
た
年
代
、
そ
の
時
代

の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
世
代
の
意
見

を
知
る
こ
と
に
よ
り
一
辺
倒
な
考
え
方

だ
け
で
な
く
、
柔
軟
な
も
の
の
見
方
や

考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
家
族
が
自
慢
の
一
つ
で
す
。

ゲ
ー
ム
大
会
を
楽
し
み
な
が
ら
家
族
一

人
ひ
と
り
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
語

り
合
う
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
私
た

ち
子
ど
も
に
合
わ
せ
て
く
れ
よ
う
と
す

る
祖
父
母
の
協
力
や
両
親
の
思
い
や
り

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
健
康
で
仲
良

く
生
き
生
き
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
井
塚
さ
ん
の
感
想

「
家
族
の
こ
と
で
表
彰
さ
れ
て
う
れ

し
い
で
す
。
自
分
か
ら
も
、
努
め
て
家

族
に
学
校
で
の
出
来
事
や
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、
あ
い
さ
つ

う
ん
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
地
く
ご
と
に
同
じ
ク
ラ
ス

ど
う
し
と
、
た
ん
に
ん
の
先
生
が
一
し

ょ
に
、
朝
、
と
う
校
し
て
来
た
人
た
ち

に
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声

を
か
け
る
う
ん
動
で
す
。

自
分
が
当
番
の
時
い
つ
も
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
人
と
、
し
な
い
人
が
い
る

こ
と
で
す
。

あ
る
日
、
ぼ
く
が
当
番
の
時
、
５
年

生
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
、
ぼ
く
が
あ
い

さ
つ
を
し
て
も
友
だ
ち
と
話
し
を
し
な

が
ら
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
、
が
っ
か
り
し
て
し
ま

い
、
な
ん
だ
か
と
て
も
い
や
な
気
分
に

な
っ
て
、
あ
と
か
ら
来
た
人
に
元
気
よ

く
あ
い
さ
つ
が
、
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。別

の
日
に
は
、
２
年
生
ぐ
ら
い
の
子

に
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言

う
と
、
元
気
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
一
日
中
気
持
ち
よ
く
す

ご
せ
ま
し
た
。

た
っ
た
一
つ
の
言
葉
な
の
に
、
言
っ

て
く
れ
る
の
と
言
っ
て
く
れ
な
い
の
で

は
、
気
持
が
ず
い
分
ち
が
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
ほ
か
の
人
が
当
番

の
と
き
で
も
、
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と

元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
分
か
ら
先
に
声
を

か
け
る
の
は
少
し
ゆ
う
き
が
い
る
け
れ

ど
、
と
く
に
朝
の
あ
い
さ
つ
は
、
一
日

の
は
じ
ま
り
だ
か
ら
、
朝
お
き
た
時
に

家
族
や
と
う
校
す
る
と
中
に
会
う
人
た

ち
に
も
、
な
る
べ
く
自
分
か
ら
先
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
言
葉

だ
け
で
人
の
気
持
ち
を
い
い
気
分
に
も

わ
る
い
気
分
に
も
か
え
て
し
ま
う
た
い

せ
つ
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

永
嶋
さ
ん
の
感
想

「
学
校
で
自
分
だ
け
選
ば
れ
て
び
っ

く
り
。
今
も
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
運
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
上
級
生
も
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
家
庭
の
日
」
や
「
オ
ア
シ
ス
運
動

（
あ
い
さ
つ
運
動
）」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
小
井
塚

こ

い

づ

か

な
な
え
さ
ん
（
春
日
東
中
学

校
２
年
）
と
奨
励
賞
の
永
嶋

な
が
し
ま

和
樹

か

ず

き

さ
ん

（
春
日
野
小
学
校
３
年
）
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

二
人
の
作
品
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
を

進
め
て
い
る
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
が
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
か
ら

募
集
し
た
３
０
１
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
す
。

家
族
で
読
ん
で
感
想
を
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

「
今
年
の
優
勝
は
女
チ
ー
ム
で
す
」

と
言
っ
て
も
紅
白
歌
合
戦
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
小
井
塚
家
名
物
の
ゲ

ー
ム
大
会
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
一
言
で

す
。私

の
家
は
三
世
代
同
居
の
六
人
家
族
。

い
つ
も
笑
い
の
絶
え
な
い
明
る
い
家
族

で
す
。

「
家
庭
の
日
」
・
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

最
優
秀
賞

「
三
世
代
円
満
の
秘
訣

ひ

け

つ

」

春
日
東
中
学
校
２
年

小
井
塚
な
な
え

奨
励
賞

「
気
持
が
い
い
あ
い
さ
つ
」

春
日
野
小
学
校
３
年永

嶋
　
和
樹



春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
第
19
回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か

２
０
０
４
」
が
平
成
16
年
10
月
末
か
ら

県
内
各
地
で
始
ま
り
ま
す
。

国
民
文
化
祭
と
は
、
文
化
活
動
に
親

し
ん
で
い
る
全
国
の
人
々
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
交
流
す
る

祭
典
で
す
。
文
化
の
祭
典
と
し
て
は
国

内
最
大
規
模
で
、
今
回
は
、
音
楽
や
演

劇
、
伝
統
文
化
な
ど
93
も
の
事
業
が
行

わ
れ
ま
す
。

春
日
市
で
は
、
４
つ
の
事
業
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
「
国
民
文

化
祭
春
日
市
実
行
委
員
会
」
が
昨
年
７

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
事
業
別

に
企
画
委
員
会
も
つ
く
ら
れ
、
来
年
の

開
催
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

日
程

平
成
16
年
10
月
30
日
G
〜
11
月

14
日
A

会
場

県
内
各
市
町
村

テ
ー
マ
「
飛
梅
に
乗
っ
て
広
が
れ
　
文

化
新
時
代
」

春
日
市
主
催
の
事
業

○
障
害
者
美
術

日
程

平
成
16
年
10
月
30
日
G
〜
11

月
３
日
G

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町

３
―
１
―
７)

な
ど

○
雅
楽

日
程

平
成
16
年
10
月
31
日
A

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
６
―
24)

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

邪
馬
台
国

や

ま

た

い

こ

く

の
時
代
「
奴
国

な

こ

く

！
」

日
程

平
成
16
年
11
月
６
日
G

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
６
―
24)

問
い
合
わ
せ
先

第
19
回
国
民
文
化
祭

春
日
市
実
行
委
員
会
事
務
局

(

社
会
教
育
課
内)

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

ピ
ア
ノ
と
バ
レ
エ
に
よ
る
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
楽
で
す
。

日
時

３
月
29
日
G

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

ー
（
大
谷
６
―
24
）

問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー

1(

584)

３
３
６
６
　
5(

501)

１
６
６
９

自
衛
隊
員
や
そ
の
家
族
な
ど
の
作
品

展
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間

３
月
27
日
E
〜
29
日
G

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

大
谷
６
―
24)

内
容

▽
絵
画
▽
書
画
▽
写
真
▽
俳
句

▽
短
歌
▽
川
柳
▽
陶
芸
品
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

航
空
自
衛
隊
春
日
基

地
広
報
班

1(

581)

４
０
３
１
　
5(

571)

５
５
９
４

１
月
に
で
き
た
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で

す
。
み
ん
な
で
、
楽
し
く
泳
ぎ
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

会
費

月
額
２，

０
０
０
円(

２
か
月

分
前
納)

※

金
額
は
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

使
用
料
は
、
毎
回
各
自
負
担
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

常
住

つ
ね
ず
み

1(

591)

５
１
３
０
（
5
兼
用
）

市
内
に
居
住
す
る
か
勤
務
し
て
い
る

人
ま
た
は
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
を
対
象
と

し
た
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

日
時

４
月
20
日
A(

雨
天
の
場
合
は

27
日
A)

午
前
９
時
〜

(

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜)

場
所

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ

ー
ト(

大
谷
６
―
28)

▽
若
葉
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト(

若
葉
台
西

３
―
４
―
１)

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
ベ
テ
ラ
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス(

ペ
ア
の

合
計
年
齢
１
２
０
歳
以
上)

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

試
合
方
法

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

※

組
み
合
わ
せ
は
、
当
日
会
場
で
発

表
し
ま
す
。

参
加
費(

１
組)

▽
一
般
　
３，

０
０
０
円

▽
会
員
　
２，

０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
11
日
F(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ペ
ア
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
ま

た
は
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
せ
先

大
会
事
務
局

中
牟
田

な

か

む

た(

〒
816
―
０
８
２
３
若

葉
台
西
６
―
１
０
３
く
す
の
木

幼
稚
園
内)

1(

571)

０
２
５
４
　
5(

582)

９
５
６
８

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
で
き
る

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

日
時

５
月
11
日
A

午
前
９
時
〜
正

午(

受
付
　
午
前
７
時
30
分
〜)

場
所

筑
後
川
河
川
敷(

久
留
米
市
京

き
ょ
う

町ま
ち

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
工
場
裏)

種
目
・
対
象

▽
１
㎞
　
幼
児(

保
護
者
同
伴)

▽
１
・
５
㎞
　
小
学
１
〜
３
年
生

▽
２
・
５
㎞
　
小
学
４
〜
６
年
生

▽
３
㎞
　
中
学
生

▽
５
㎞
　
高
校
生

▽
５
㎞
・
10
㎞
・
20
㎞
　
一
般

参
加
費

▽
小
・
中
学
生
　
１，

０
０
０
円

▽
高
校
生
　
１，

５
０
０
円

▽
幼
児(

保
護
者
共)

３，

０
０
０
円

▽
一
般
　
３，

０
０
０
円

申
込
方
法

申
込
用
紙
を
取
り
寄
せ
、

４
月
11
日
F
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局(

〒
831
―
０
０

４
１
　
久
留
米
市
白
山

し
ら
や
ま

町
３
９

２
!
須
賀
原

す

が

わ

ら

内)

1
０
９
４
２(

38)

６
１
１
６

5
０
９
４
２(

34)

８
９
２
２

ep
ro
@
lu
ck.o

cn
.n
e.jp

イ
ベ
ン
ト�

平
成
16
年
秋

第
19
回
国
民
文
化
祭
開
催

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

文
化
展

ス
ポ
ー
ツ�

温
水
プ
ー
ル
水
泳
サ
ー
ク
ル

と
び
う
お
会
会
員
募
集

筑
後
川

ち
く
ご
が
わ

久
留
米

く

る

め

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
28
回
春
日
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
長
杯

市
民
テ
ニ
ス
大
会

お
知
ら
せ

9

マスコットキャラクター

「飛梅丸
とびうめまる

」

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
風
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お
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ら
せ
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子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

託
児(

無
料)

も
行
い
ま
す
。

日
時

４
月
12
日
G

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル(

福
岡
市
中
央
区
天
神

て
ん
じ
ん

１
―

１
―
１)

入
場
料

１，

０
０
０
円

演
題

親
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ

る
〜
何
歳
か
ら
で
も
で
き
る
育

て
直
し
〜

講
師

北
村

き
た
む
ら

弥
枝

み

つ

え

さ
ん(

教
育
研
究
会

未
来

み

ら

い

主
宰)

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
先

田
川

た

が

わ

1(

565)

０
１
０
５(

5
兼
用)

問
い
合
わ
せ
先

教
育
研
究
会
未
来

岡
崎

お
か
ざ
き

1(

891)

０
１
７
６(

5
兼
用)

家
族
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、

親
が
担
う
べ
き
役
割
と
は
何
か
を
考
え

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
29
日
G

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
２

(

大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１)

講
師

中
光

な
か
み
つ

雅
紀

ま
さ
の
り

さ
ん(

ふ
ぉ
ー
ら
む

北
辰

ほ
く
し
ん

主
宰
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー)

申
込
方
法

３
月
28
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

法
人

福
岡
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
南

福
岡
事
務
局

7
０
１
２
０(

870)

９
９
６

5(

595)

３
９
１
９

○
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話

講
師

石
丸

い
し
ま
る

暁
子

あ

き

こ

さ
ん(

同
大
学
大

学
院
教
授)

日
時

４
月
16
日
〜
７
月
16
日
の
毎

週
水
曜
日(

全
14
回)

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
５，

７
０
０
円(

諸

経
費
別
途)

○
初
心
者
の
た
め
の
や
さ
し
い
英
会
話

基
礎
１

講
師

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
メ
イ
ヨ
ー
さ

ん(

福
岡
女
学
院
短
期
大
学

助
教
授)

日
時

５
月
９
日
〜
７
月
11
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
10
回)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

受
講
料

１
万
１，

３
０
０
円(

諸

経
費
別
途)

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

会
場

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー(

福
岡
市
南
区
日
佐

お

さ

３

―
42
―
１)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1(

575)

２
９
９
３(

5
兼
用)

先方への電話は３月15日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●春日中学校夏冬制服、カ
バンu女子用uMサイズu

５千円u内山
うちやま

1(573)2448
●学習机u高さ74㎝×幅
100㎝×奥行71㎝u上棚付
きu無料でu石原

いしはら

1070(56
692)2545

【ゆずってください】
●春日西幼稚園制服u男児
用u100㎝～110㎝u安価
でu釜堀

かまほり

1(586)4657
●須玖幼稚園制服などu男
児用u110㎝～130cmu安
価か無料でu加来

か く

1(572)6
608
●自転車の補助イス●春日
第二幼稚園制服、体操服な
どu男・女児ともu110㎝
～130cmuいずれも無料で
u本山

もとやま

1(502)3865(5兼
用)
●カバーオールu女児用u

安価か無料で●引き出しロ
ックやベビーゲートなど子
どものいたずら防止用の品
物u無料でu奈木野

な ぎ の

1090(5
735)8528(午後４時まで)

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

会
社
を
退
職
し
た
ら
・
・
・

○
任
意
継
続
保
険

退
職
す
る
ま
で
に
２
か
月
以
上（
共

済
組
合
は
１
年
以
上)

社
会
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
退
職
後

も
引
き
続
き
、
そ
れ
ま
で
の
保
険
に

２
年
間
は
加
入
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
退
職
後
20
日
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
退
職
し
た
元
の
会
社

▽
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

○
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養

退
職
後
、
家
族
の
収
入
で
生
活
し

て
い
る
人
は
、
そ
の
家
族
が
加
入
し

て
い
る
社
会
保
険
な
ど
に
、
被
扶
養

者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
自
分
の
年
間
の
収
入
が

１
３
０
万
円
未
満(

60
歳
以
上
の
人

や
障
害
厚
生
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
、
１
８
０
万
円
未
満)

で
、
そ

の
家
族
の
年
収
の
半
分
未
満
の
場
合

に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
家
族
の
勤
務
先

▽
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

○
春
日
市
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
で
き
な
い

人
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
の
窓

口
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
届
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
退
職
日
の

翌
日
か
ら
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
国
保
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
な

い
よ
う
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

会
社
に
就
職
し
た
ら

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
就
職
に
よ
り
社
会

保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
に
は
、

忘
れ
ず
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国
保

担
当

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
１

保
険
証
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

講
　
演�

教
育
講
演
会

引
き
こ
も
り
講
演
会

親
が
親
で
あ
り
え
る
た
め
に
は

講
　
座�

福
岡
女
学
院
大
学
公
開
講
座
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お
抹
茶
で
心
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
４
月
開
講
で
す
。

日
程

毎
回
木
曜
日(
月
３
回)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会

室
Ｂ(

大
谷
６
―
24)

受
講
料

３，

０
０
０
円(
月
額)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
綿

ち

わ

た

宗
春

そ
う
し
ゅ
ん

1(

582)

９
３
０
３
　
5

「
春
窯
会

し
ゅ
ん
よ
う
か
い

」
会
員
が
基
礎
か
ら
指
導

し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
60
歳
未
満
の
人

日
程

４
月
〜
平
成
16
年
３
月
の
毎
月

第
１
・
３
金
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
陶
芸

室(

大
谷
６
―
24)

定
員

15
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

月
額
２，

０
０
０
円(

３
か

月
分
一
括
納
付)

※

別
に
材
料
費
・
道
具
代
な
ど
が
必

要
で
す
。

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

田
中

た

な

か

1(

572)

０
３
２
０

学
生
や
福
岡
都
市
圏
の
音
楽
愛
好
家

が
参
加
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
木
曜
日(

４
月
以
降)

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所

同
大
学
音
楽
室(

福
岡
市
博
多

区
南
八
幡
町

み
な
み
は
ち
ま
ん
ち
ょ
う

２
―
12
―
１)

参
加
費

１，

０
０
０
円(
月
額)

※
　
高
校
生
以
下
は
５
０
０
円
で
す
。

参
加
条
件

▽
自
前
で
楽
器
を
準
備
で
き
る
こ
と

▽
楽
器
の
演
奏
経
験
が
あ
る
こ
と

▽
練
習
に
参
加
で
き
る
こ
と

※

募
集
楽
器
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

ズ
ー
マ
く
ぼ
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ゴ
リ
エ
２

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ナ
ナ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ミ
ン
ト

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

も
ぐ
ら
の
つ
も
り

ペ
ン
ネ
ー
ム

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
楽
器
、
経
験
年
数
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

精
華
女
子
短

期
大
学
　
小
山
田

お

や

ま

だ(

〒
816
―
８

５
４
０)

1(

591)

６
３
３
１
　
5(

592)

３
５
９
１

【w
w
w
.seika.ac.jp

】

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
団
員
１
０
０
人
を
沖
縄
へ
引
率
し
、

海
洋
研
修
や
平
和
学
習
を
指
導
し
ま
す
。

対
象

高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の
人

募
集
人
員

25
人
程
度

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
４
月
20
日

A
・
23
日
D
に
行
う
説
明
会
で
面
接

し
て
選
考
し
ま
す
。

日
程

８
月
１
日
F
〜
５
日
C(

４
泊

５
日)

※

こ
の
ほ
か
に
、
事
前
の
準
備
会
議

(
５
月
７
日
D
以
降
、
毎
週
水
曜
日

の
夜)
や
宿
泊
研
修
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

３
万
５，

０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
16
日
D(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会(

〒
816
―
０

８
３
１
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内)

1(

584)

２
１
９
０(

5
兼
用)

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
29
日
G

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

か
す
が
の
郷さ

と

交
流
ス
ペ
ー
ス

(

塚
原
台
３
―
１
２
９)

講
師

野
村

の

む

ら

真
奈
美

ま

な

み

さ
ん(

か
す
が
の

郷
看
護
師)

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1(

595)

８
１
８
８
　
5(

595)

６
３
６
１

痴
呆ほ

う

等
高
齢
者
を
か
か
え
る
家
族
の

会
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
と
一
緒
に
、
介

護
の
悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
20
日
E

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町

３
―
１
２
０)

行
先

梁
山
泊

り
ょ
う
ざ
ん
ぱ
く(

福
岡
市
早
良
区
椎
原

２
０
２)

参
加
費

１，

０
０
０
円

申
込
方
法

３
月
19
日
D
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
課

1(

581)

７
２
２
５
　
5(

581)

７
２
５
８

茶
道
教
室

第
22
回
春
日
市
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集

募
　
集�

精
華
女
子
短
期
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

団
員
募
集

介
　
護�

介
護
者
教
室

尿
路
感
染
症
に
つ
い
て
〜
尿
失
禁
対
策

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

参
加
者
募
集



緑
黄
色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
カ

ロ
チ
ン
は
、
体
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

に
変
化
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
は
、

皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
保
持
効
果
や
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
、
油
で
調
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
吸
収
が
促
進
さ
れ
ま

す
。今

回
は
、
こ
の
カ
ロ
チ
ン
た
っ
ぷ

り
の
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。

材
料(

４
人
分)

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
　
２
２
０
ｇ

ニ
ン
ジ
ン
　
　
本

春
雨
　
15
ｇ

卵
　
１
個

サ
ラ
ダ
油
　
小
さ
じ
１

長
ネ
ギ(

白
い
部
分)

10
㎝

シ
ョ
ウ
ガ
　
10
ｇ

サ
ラ
ダ
油
　
大
さ
じ
１

調
味
料

▽
し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
１

▽
酒
　
大
さ
じ
１

▽
砂
糖
　
大
さ
じ
１

作
り
方

①

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
さ
っ
と
ゆ

で
、
４
㎝
の
長
さ
に
切
る
。
ニ
ン

ジ
ン
は
皮
を
む
き
、
４
㎝
の
長
さ

の
短
冊
に
切
る
。

②

春
雨
は
熱
湯
で
も
ど
し
、
食
べ

や
す
い
長
さ
に
切
る
。

③

長
ネ
ギ
と
シ
ョ
ウ
ガ
は
、
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。

④

フ
ラ
イ
パ
ン
に
小
さ
じ
１
の
サ

ラ
ダ
油
を
熱
し
て
卵
を
割
り
い

れ
、
炒
り
卵
を
つ
く
り
、
皿
に
移

す
。

⑤

大
さ
じ
１
の
サ
ラ
ダ
油
を
フ
ラ

イ
パ
ン
で
熱
し
て
③
を
炒
め
、
香

り
が
出
た
ら
ニ
ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
順
に
入
れ
、
春
雨
と
調

味
料
を
入
れ
て
炒
め
る
。

⑥

最
後
に
④
を
加
え
、
炒
め
合
わ

せ
る
。

１
人
分
熱
量

86
㌔
カ
ロ
リ
ー

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

カ
ロ
チ
ン
た
っ
ぷ
り
三
色
炒い

た

め

今
月
の
健
康
料
理

1
2

2003. 3. 15 市報かすが
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福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

３
月
27
日
E
、
４
月
３
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

５
―
14
―
７)

定
員

６
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

両
日
と
も
３
月
20
日
E
午

前
８
時
30
分
以
降
に
電
話
で
予

約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１
　
5(

922)

３
３
４
２

※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
は
、
人
権

擁
護
委
員(

毎
週
水
・
金
曜
日)

や
法

務
局
職
員(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

毎
日)

に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

下
水
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
肥

料
が
「
博
多
の
び
の
び
」
で
す
。
有
機

物
や
石
灰
を
た
く
さ
ん
含
み
、種
ま
き
、

苗
の
植
付
け
前
の
元
肥
と
し
て
使
え
ま

す
。注

文
し
て
約
２
週
間
で
宅
配
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
春
の
園
芸
シ
ー
ズ
ン

に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

価
格

１
セ
ッ
ト
５
０
０
円(

10
㎏
入

り
２
袋
、
宅
配
料
、
消
費
税
込

み)

申
込
先

&
福
岡
市
下
水
道
資
源
セ
ン

タ
ー

7
０
１
２
０(

803)

８
０
４

5(
807)
５
０
４
４

管
理
栄
養
士
が
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
栄
養
相
談
に
応
じ
ま
す
。
生
活
習

慣
病
な
ど
が
気
に
な
る
人
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
25
日
C

午
後
２
時
〜
５
時

※

日
時
の
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

定
員

８
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

を
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
26
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

対
象

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

お
届
け
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料「
博
多
の
び
の
び
」

相
　
談�

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

環
　
境�

健
康
・
保
健�

歯
み
が
き
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

栄
養
相
談
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t

咲

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

早
知
子

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

肝
臓

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

県
交
通
安
全
協
会
は
、
優
良
運
転
者

と
交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
間

４
月
１
日
C
〜
５
月
20
日

C

表
彰
の
種
類
・
資
格

▽
地
区
協
会
長
表
彰(

５
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

▽
地
区
連
名
表
彰(

10
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

▽
県
連
名
表
彰(

10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反)

▽
緑
十
字

み
ど
り
じ
ゅ
う
じ

銅
章(

10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反)

▽
管
区
連
名
表
彰(

20
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

※

交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
現
在
、

車
を
運
転
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。
な
お
、
同
じ
種
類
の
表
彰
を
重

複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。申

請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会

1(

924)

０
０
６
６
　
5(

924)

０
０
６
４

固
定
資
産
の
評
価
額
な
ど
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
C
〜
６
月
２
日

B(
平
日
の
み)

縦
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課
窓
口

持
っ
て
く
る
も
の

来
庁
す
る
人
の
印

か
ん

※

代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合
は
、
所

有
者
か
ら
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。

○
平
成
15
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

第
１
期

５
月
16
日
E
〜
６
月
２
日
B

※

第
２
期
以
降
は
、
例
年
ど
お
り

７
月
、
９
月
、
12
月
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

市
は
、
史
跡
巡
り
の
た
め
の
無
料
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春

風
を
感
じ
な
が
ら
市
内
の
史
跡
を
自
転

車
で
巡
り
、
弥
生
時
代
に
思
い
を
は
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

貸
出
・
返
却
場
所

▽
奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館(

岡
本
３
―

57)

▽
市
役
所

対
象

小
学
３
年
生
以
上

※

小
学
生
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

1(

501)

１
１
４
４
　
5(

573)

１
０
７
７

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

固
定
資
産
縦
覧
の
お
知
ら
せ

希
望
す
る
人
は
申
請
を

優
良
運
転
者
・
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

奴
国
の
王
の
墓
と
王
族
の
墓
が
あ

る
須
玖
岡
本
遺
跡
に
は
、
青
銅
器
の

工
房
跡
で
有
名
な
「
坂
本
地
区(

春

日
北
小
学
校
の
南
東)

」
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２
年
に
こ
の
地
区
で
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
で
、
青
銅
器
を
作
る
た

め
に
使
っ
た
鋳
型
や
る
つ
ぼ(

原
料

を
溶
か
す
た
め
の
容
器)

な
ど
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
銅ど

う

滓し

（
銅
か
す
）
も
多
量
に
発
見
さ
れ
、

弥
生
時
代
に
こ
こ
で
銅
矛

ど
う
ほ
こ

な
ど
の
青

銅
器
を
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
っ

た
の
で
す
。

そ
の
後
５
回
の
発
掘
調
査
で
は
、

そ
の
た
び
に
多
数
の
青
銅
器
生
産
に

関
連
し
た
遺
物
が
出
土
し
、
青
銅
器

を
作
っ
て
い
た
工
房
の
跡
も
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
青
銅
器
の
鋳
型
は
北
部

九
州
の
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
工
房
の
跡
が
明
ら
か
と
な
っ
た

遺
跡
は
ま
だ
数
か
所
で
、
大
変
貴
重

な
遺
跡
と
い
え
ま
す
。

し
か
も
、
坂
本
地
区
で
は
、
工
房

跡
は
一
つ
で
は
な
く
、
整
然
と
並
ん

で
い
く
つ
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
遺
跡
は
、
九
州
に
限
ら
ず

全
国
で
も
例
が
な
く
、
こ
こ
に
は
弥

生
時
代
、
最
大
規
模
の
青
銅
器
工
房

が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
11
年
に
坂
本
地
区
で
行
わ
れ

た
試
掘
調
査
で
は
、
工
房
跡
の
そ
ば

か
ら
多
数
の
鋳
型
が
ま
と
ま
っ
て
発

見
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
、
銅
鏃

ど
う
ぞ
く(

青

銅
製
の
矢
じ
り)

の
鋳
型
が
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
度
に
49

本
も
の
矢

じ
り
を
製

作
で
き
る

大
量
生
産

の
た
め
の

鋳
型
で
、

弥
生
時
代

の
高
度
な

技
術
を
知

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館)

10

奴
国
王
都
の
遺
跡
を
掘
る
３

須
玖
岡
本
遺
跡（
坂
本

さ
か
も
と

地
区
）

そ
の
他�

お
貸
し
し
ま
す

史
跡
巡
り
用
自
転
車

t

寧
々
ね

ね

ペ
ン
ネ
ー
ム

△坂本地区から出土した矢じりの鋳型
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

仕
事
の
都
合
な
ど
で
夜
間
に
人
工
透

析
の
治
療
を
受
け
て
き
た
人
に
、
通
院

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
福
祉
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
夜
間(

原
則
と
し
て

午
後
５
時
以
降)

の
透
析
治
療

が
月
５
回
以
上
あ
る
人

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
通
院
期
間

平
成
14
年
10
月
〜
平

成
15
年
３
月

給
付
額

２，

０
０
０
円(

月
額)

申
請
期
限

３
月
27
日
E

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

筑
紫
通
り
で
、
平
日
午
前
７
〜
９
時

の
間
、
博
多
駅
方
面
へ
の
車
線
を
増
や

す
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
中
央
線
変
移

規
制
が
全
区
間
廃
止
さ
れ
ま
す
。

３
月
24
日
B
か
ら
、
両
方
向
と
も
終

日
２
車
線
と
な
り
ま
す
の
で
、
気
を
付

け
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
交
通
に
関
す
る
も
の

博
多
警
察
署
交
通
１
課

1(

412)
０
１
１
０(

内
線
４
１
２)

▽
工
事
に
関
す
る
も
の

博
多
区
役
所
地
域
整
備
課
第
１
係

1(

441)

２
１
３
１
5(
441)
５
６
０
３

３月１日号の市報と一緒に配布したコミュニティバス時

刻表のバス停名に一部誤りがありました。

お詫びして訂正します。

問い合わせ先 都市計画課

1(584)１１１１

5(584)１１４３

2003. 3. 15 市報かすが

腎
臓
疾
患
患
者

福
祉
給
付
金

「
タ
バ
コ
は
体
に
良
く
な
い
」、

「
薄
味
で
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
献
立
が

良
い
」、「
運
動
は
大
切
だ
」
そ
し
て

「
○
○
を
食
べ
る
と
健
康
に
な
れ
る
」

な
ど
、
現
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
情

報
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制

限
を
強
い
ら
れ
た
り
、
我
慢
し
た
り
、

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
例

え
頭
で
は
「
今
の
ま
ま
の
生
活
で
は
い

け
な
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
行

動
に
移
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
は
難
し

く
、
つ
い
後
回
し
に
し
た
り
、「
ま
あ

い
い
や
」
と
自
分
自
身
を
甘
や
か
し
た

り
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
健
康
づ
く
り
と
は
、
本
来

一
人
ひ
と
り
が
人
生
を
よ
り
良
く
生
き

る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
人
生
の
最

終
ゴ
ー
ル
や
目
標
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
、「
病
気
に
な
ら
な
い
」
こ

と
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を

行
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
し
ま

っ
て
は
、元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

健
康
づ
く
り
を
実
行
す
る
「
主
役
」

は
あ
な
た
自
身
で
あ
り
、
主
治
医
で
も

家
族
で
も
、
ま
た
行
政
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、
自
分
自
身
が
「
健

康
で
あ
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
長
く
し

た
い
」、「
今
か
ら
の
人
生
い
ろ
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
い
き
い
き
と
楽
し
く
生

き
て
い
き
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
を
も
つ
こ
と
で
す
。
人
か
ら
言
わ

れ
て
行
う
の
で
は
な
く
、
今
後
の
生
き

方
も
含
め
て
自
分
自
身
が
納
得
し
、
健

康
づ
く
り
の
方
法
を
決
め
て
い
く
こ
と

が
、
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
は
不

可
欠
で
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
個
人
の

努
力
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い
も

の
で
す
。
で
も
、
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
も
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
た
仲
間
が

い
れ
ば
、
努
力
が
負
担
で
は
な
く
楽
し

く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

健
康
課
で
は
、
健
康
度
測
定
事
業

(

運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業)

、
高
齢
者

の
た
め
の
運
動
教
室(

お
た
っ
し
ゃ
運

動
教
室
な
ど)

、
生
活
習
慣
病
予
防
教

室(

糖
尿
病
や
高
脂
血
症
教
室
な
ど)

、

健
康
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
多
く
の
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
教
室
を

見
つ
け
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

も
う
す
ぐ
暖
か
い
春
が
や
っ
て
き

ま
す
。
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
健
康

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

(

健
康
課
保
健
指
導
担
当
　
百
武

ひ
ゃ
く
た
け

彩
子

さ

い

こ)

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
・
・
・
・�

筑
紫
通
り(

博
多
駅
春
日
原
線)

中
央
線
変
移
規
制
が
な
く
な
り
ま
す

コミュニティバス「やよい」
時刻表のバス停名を訂正

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

あ
な
た
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り

w 1回の乗車�

100円�
1回の乗車�

100円�
点線を上にして折り曲げてください�

三つ折りにして�
ご利用ください。�

点
線
を
上
に
し
て
折
り
曲
げ
て
く
だ
さ
い�

w



今
回
の
野
外
活
動
場
特
集
の
た
め
に
、

現
地
取
材
を
敢
行
。
ス
ニ
ー
カ
ー
に
パ

ン
ツ
と
い
う
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
ハ
イ
キ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
」
で
出
か
け
た
。
ぬ
か

る
ん
だ
土
、
恐
怖
の
吊
り
橋
、
そ
し
て

化
粧
崩
れ
の
階
段
な
ど
な
ど
、
日
ご
ろ

の
運
動
不
足
を
反
省
す
る
に
は
、
格
好

の
場
所
だ
▼
も
と
も
と
イ
ン
ド
ア
派

(

夜
遊
び
派)

だ
け
に
、
な
か
な
か
自
ら

足
を
運
ぶ
機
会
も
な
く
、
今
回
も
、
天

気
や
花
粉
を
言
い
訳
に
、
最
後
の
最
後

ま
で
取
材
を
後
回
し
に
し
て
し
ま
っ
て

い
た
▼
渋
々
足
を
運
ん
だ
割
に
、
開
場

期
間
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
だ
れ
も

い
な
い
活
動
場
を
満
喫
。
春
霞

は
る
が
す
み

に
煙
る

市
内
を
一
望
し
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な

風
に
吹
か
れ
た
▼
下
り
は
森
の
中
を
駆

け
下
り
る
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び

な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
た
ま
に
は
自
然

も
い
い
も
ん
だ
▼
最
近
は
手
軽
な
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
が
流
行
と
聞
く
が
、
山
の

中
に
排
気
ガ
ス
や
電
気
を
持
ち
込
ん
で

は
本
末
転
倒
。
ぜ
ひ
と
も
あ
り
の
ま
ま

の
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
▼
次

回
は
ぜ
ひ
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
う
様
子
を
取
材
し
て
み
た
い
も
の

だ
。
き
っ
と
は
し
ゃ
い
だ
り
、
大
笑
い

し
た
り
、
叫
ん
だ
り
と
い
ろ
ん
な
表
情

が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
大
自
然
の

中
で
は
だ
れ
も
が
開
放
的
に
な
る
も
の

だ
か
ら
。

(

志)

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
体
当
た
り

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

15

手洗いは病気の予防に欠かせません
外遊びが多くなるこの時期、砂いじりや泥んこ遊びの大好きなお子さ
んの手には、土の中のばい菌がいっぱいです。
外から帰ったら、おうちの人と一緒に楽しく手洗いしましょう。
トイレから出たとき、ペットをさわったとき、食事の前も忘れずに！

このコーナーは、保育所(園)の保育士が担当しています。掲載
は奇数月の15日号です。ご意見・ご感想をお寄せください。

（こども未来課）

保育所(園)は地域の子育て広場

みなさん保育所に遊びに来ませんか
3月18日C おはなし会

19日D あそぼ会（手作りおやつ10時～）

22日G あいあいクラブ　10時～

25日C おはなし会　10時～（4月22日も）

26日D 読み聞かせ会

4月 8日C 看護師さんのおはなし　10時～（５月

13日も）

16日D 砂場あそびの会

18日F 誕生会

誕生会、お楽しみ会

21日B 公開保育　10時～

23日D 読み聞かせ会

25日F さくらんぼ採り

26日G あいあいクラブ　10時～

歓迎遠足（春日公園）

いないいないばあ広場　10時～

歓迎遠足

5月 2日F 子供の日、誕生会

8日E こどもの日の集い

9日F 公開保育　10時～

12日B 保育所であそぼう会

13日C 一緒にあそぼう会

14日D 砂場あそびの会

※ おさそい行事はだれでも参加できます。詳しい内容や

時間は各保育所（園）にお問い合わせください。

おさそい行事（３月15日～５月14日）
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v
河
鍋
教
育
長
に
答
申
書
を
手
渡
す

佐
々
木
会
長

２月27日、市役所大会議室で筑紫地区少年愛護連盟によ
る善行者表彰式が行われ、市内からは３組14人が表彰され
ました。これは、人の模範となるような行いをした青少年
を表彰するもので、年に２回行われています。
栗野
く り の

達亮
たつあき

さんら10人(春日北中)は自主的に牛頸川を清掃
したこと、石井

い し い

祐太朗
ゆ う た ろ う

さん(春日南小)は路上で具合が悪く
なったお年寄りを助けたこと、松岡晃平

まつおかこうへい

さんら３人(春日東
中)は万引き犯の逮捕に協力したことが評価されました。
表彰された石井さんは、｢表彰されてとてもうれしいです。

これからも何にでも勇気を持って行動します｣と少し恥ずか
しそうに話していました。

大和町共同利用施設に屋外用放送設備ができました。こ
れは7自治総合センターから、宝くじの普及広報事業の一
環として、助成を受けたものです。
大和町自治会では、この放送設備を自治会や公民館での

行事の際の案内や通知、地域での防災や防犯、交通情報な
どの伝達に活用していくそうです。地区住民は「今後のコ
ミュニティ活動の活性化に役立てていきます」と話してい
ました。

これからの市の文化振興について研究してきた「春日市
文化振興マスタープラン審議会」が、２月６日、河鍋

かわなべ

教育
長に答申を行いました。
公募の市民や学識経験者など10人でつくるこの審議会

は、昨年７月に諮問を受けて以来、７回の審議を重ねて、
この日を迎えました。
会長を務める佐々木

さ さ き

晃彦
あきひこ

さん(九州共立大学教授)が、「計
画をより実効性のあるものにするには、推進するための
“仕組みづくり”が重要だと考えています」と述べて答申書
を手渡すと、教育長は「熱心な審議による答申を尊重して、
今後10年間の文化行政の指針となる計画を作成していきま
す」と答えていました。
※　「マスタープラン」とは基本となる計画のことです。

u
大
和
町
共
同
利
用
施
設
に
設
置
さ
れ
た

屋
外
用
放
送
設
備

コミュニティバスの運行開始記念式典が、３月１日a、バ
スセンター(大谷６―24大谷ふれあい公園内)で行われまし
た。
会場には、真新しい水色のバスが勢ぞろい。式典の冒頭に、

春日北中学校吹奏楽部が演奏し、花を添えました。
式典後は、５路線に分かれ試乗会が行われました。最新の

バスは乗り心地もよく、乗客らはとても満足した様子でした。
試乗会で気になったのは路上駐車。特に、土、日曜日は多

くなるようで、
この日も、数
回ハンドルを
切りなおして、
やっと通れた
バスもあった
とか。くれぐ
れも、路上駐
車はやめまし

ょうね。

△左後列から柿原
かきはら

さん、藤岡
ふじおか

さん、大塚
おおつか

さん、梶原
かじわら

さん、松岡
まつおか

さん、左
前列から川口

かわぐち

さん、今村
いまむら

さん、石井
いしい

さん、河鍋
かわなべ

教育長、進藤
しんとう

春日北中
校長(筑紫地区少年愛護連盟会長)、藤原

ふじはら

さん、熊原
くまはら

さん、栗野
くりの

さん

△コミュニティバスの活躍を願ってテープカット




